
25 2017.１月号

お
正
月　

箱
根
駅
伝　

風
物
誌

毎
日
の　

ウ
ォ
ウ
キ
ン
グ
が　

健
康
だ

美び

味み

柔や
わ

く　

宮
野
の
お
は
ぎ　

届
く
幸さ
ち

大
川
を　

止
め
て
横
た
う　

冬
の
簗や
な

悪
い
と
は　

百
も
承
知
で　

吸
う
タ
バ
コ

嬉
し
い
な　

ミ
カ
ン
が
生な

っ
た　

さ
あ
食
べ
よ

谷
あ
ひ
の　

穂ほ

芒す
す
き

分わ

け
て　

風
走
る

久
方
に　

子
ら
と
戯た
わ
むる　

柿
落
葉

三
門
の　

急
な
階
段　

凍
り
け
り

議
会
選　

市
民
目
線
の　

人
探
し

心
つ
く
し　

父
母
の
米
寿　

華
の
宴え
ん

柚
風
呂
に　

入
り
て
一ひ
と

日ひ

の　

疲
れ
取
り

晩
秋
や　

生
き
か
た
変
え
て　

夢
再
度

木
枯
ら
し
や　

庭
に
名
残
の　

ち
ち
ろ
鳴
く

戸
袋
に　

守や
も
り宮
隠
れ
て　

我
が
住す
み
か処

「
足
る
を
知
る
」　

肝
に
銘
じ
て　

年
が
明
け

煮
て
焼
い
て　

わ
が
家
の
料
理　

つ
つ
が
な
く

琵
琶
の
湖う
み　

世
界
に
輝
く　

初
日
の
出

吾
老
い
て　

雪
掻か

き
も
せ
ず　

寝
正
月

新
米
で　

仕
込
む
伝
統
の　

酒
旨
し

果
実
酒　

一
人
楽
し
む　

ソ
ロ
充
じ
ゅ
う

久
し
ぶ
り　

手
芸
た
の
し
む　

奉
仕
団

幼
な
な
じ
み　

笑
が
お
の
中
に　

絆
見
ゆ

募
金
を
と　

た
た
づ
む
人
の　

心
意
気

亡
き
友
の　

笑
顔
思
い
し　

早
や
三
月

す
き
ま
風　

カ
タ
コ
ト
音
す
る　

住す
み
か家
な
り

深
い
秋　

落
ち
葉
が
ダ
ン
ス
を　

楽
し
そ
う

蝶
蝶　

花
で
は
な
い
の
よ　

お
ば
ん
で
す

初
夢
で　

ジ
ャ
ン
ボ
当
り　

世
界
旅

カ
メ
ム
シ
が　

度
々
出
る
が　

大
雪
か

年
老
い
て　

お
せ
ち
料
理
を　

手
作
り
で

村
の
宮　

公い
ち
ょ
う
孫
樹
の
落
ち
葉　

拾
い
た
の
し
む

こ
の
年
も　

望
み
を
賭
け
る　

生
け
る
神か

様み

八や
つ
が
だ
け

ヶ
岳　

も
う
そ
ろ
そ
ろ
と　

紅こ
う

葉よ
う

か

コ
ウ
ノ
ト
リ　

太
田
の
圃ほ

場じ
ょ
うに　

幸さ
ち

運
び

窓
際
で　

庭
の
紅こ
う

葉よ
う　

見
て
す
ご
し

忘
年
会　

新
年
会
も　

遠
ざ
か
り

木
枯
し
に　

舞
し
お
ち
葉
に　

雪
お
も
う

歳
重
ね　

我
が
家
に
嫁
が　

嬉
し
き
か
な

老
木
が　

不
作
し
ら
ず
の　

ぎ
ん
な
ん
の
実

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

吉
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

立
石　
隆
松
（
今
・
浜
分
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

枝　
き
ぬ
枝
（
安
・
常
磐
木
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

山
本　
節
子
（
今
・
南
新
保
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

伊
丹　
良
子
（
新
・
新
庄
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

小
島
あ
き
江
（
安
・
下
小
川
）

霜
降　
里
子
（
新
・
藁
園
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

萬
木　
梢
枝
（
安
・
横
江
浜
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

駒
井
か
つ
え
（
安
・
常
磐
木
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

上
田　
え
み
（
マ
・
浦
）

飾
る
も
の　

何
も
い
ら
な
い　

秋
の
山

お
旅
所　

子
の
無
事
思
い　

木
々
揃
え

新
年
や　

諸も
ろ

々も
ろ

生
か
す　

ス
タ
ー
ト
か
な

お
い
し
か
っ
た　

お
ふ
く
ろ
の
味　

な
つ
か
し
い

茶ち
ゃ

筅せ
ん

さ
ば
く　

孫
の
初は
つ

釜が
ま　

雪
し
ず
か

縁
側
に　

ピ
ョ
コ
ン
と
た
た
ず
む　

迷
い
鳥

庭
先
の　

菊
に
引
か
れ
て　

後
戻
り

木も
く

犀せ
い

の　

温お
ん

こ
に
匂
う　

家
の
前

秋
日
和　

幸さ
ち

を
分
け
あ
う　

紅も
み
じ葉
狩
り

上
司
の
顔　

休
日
ぐ
ら
い　

見
た
く
な
い

刈
穂
田
に　

え
さ
ち
り
ば
み
し　

コ
ウ
ノ
ト
リ

あ
ち
こ
ち
の　

菊
の
満
開　

い
や
さ
れ
て

寄
り
添
っ
て　

二
羽
の
白
鳥　

何
処
ゆ
く
の

百も

舌ず

な
く
や　

師
走
の
山
路
に　

声
高
く

山
々
の　

色
パ
ス
テ
ル
に　

里
の
秋

病
に
ま
け　

空
を
見
や
げ
る　

さ
び
し
さ
や

吾
も
老
い　

亡
夫
と
語
っ
た　

友
も
逝
き

明
け
ま
し
て　

世
界
平
和
を　

祈
り
ま
す

あ
れ
こ
れ
と　

想
い
届
か
ず　

去
る
今
年

熱あ
つ
か
ん燗
や　

互
い
の
感
謝　

い
つ
ま
で
も

冬
休
み　

フ
ォ
ー
エ
ヴ
ァ
ー
ラ
ヴ　

近
く
な
り

法
事
終
え　

額
よ
り
こ
ぼ
る
る　

亡ち

父ち

の
笑
み

秋
日
和　

猫
の
ん
び
り
と　

塀
で
寝
る

年と
し

新あ
ら

た　

健
康
一
で　

ち
と
遊
び

運
試
し　

今
年
こ
そ
は
と　

夢
を
買
う

紅こ
う

葉よ
う

の　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
か　

石
山
寺

越え
つ

年ね
ん

を　

感
謝
で
結
び　

初
詣

ス
ー
ダ
ン
の　

地
図
の
閲
覧　

図
書
館
へ

あ
と
十
里　

見
た
い
正
月　

一
里
塚

秋
の
山　

も
み
じ
の
川
で　

す
そ
も
よ
う

つ
る
し
柿　

カ
ラ
ス
が
先
に　

食
い
に
け
り

新
春
や　

達
者
で
迎
え　

あ
り
が
た
う

苔
生む

し
た　

銀
閣
の
庭　

も
み
じ
映は

え

鳴
っ
て
い
る　

目
覚
ま
し
切
る
が　

ま
だ
眠
い

素
晴
ら
し
き　

隣
の
家
の　

菊
の
花

恙つ
つ
が
な無
く　

眺
む
る
里
山　

紅も
み
じ葉
照
る

さ
は
あ
れ
ど　

悲
し
き
も
の
よ　

老
い
る
と
は

あ
あ
、
い
や
だ　

ば
ば
と
云
わ
れ
る　

秋と
き

が
来
た

泣
く
笑
う　

這
い
這
い
立
っ
ち　

児
ら
育
つ

新
旭　

拝
し
今
年
も　

よ
ろ
し
く
と

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

清
水　
　
茂
（
今
・
深
清
水
）

北
川
美
佐
子
（
安
・
西
万
木
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

宮
本
正
太
郎
（
今
・
上
弘
部
）

桒
原　
和
枝
（
新
・
熊
野
本
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

田
谷
多
見
雄
（
安
・
南
古
賀
）

野
田　
敏
子
（
新
・
旭
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

上
原　
久
枝
（
新
・
針
江
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

枝　
千
代
子
（
安
・
常
磐
木
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

上
原　
秀
雄
（
新
・
深
溝
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

河
野
弥
寿
男
（
高
・
鵜
川
）

林　
　
吉
輝
（
新
・
深
溝
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

奥
谷
千
代
子
（
安
・
田
中
）

岡
田　
明
子
（
新
・
安
井
川
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

木
村
ふ
さ
ゑ
（
新
・
太
田
）

粟
津　
満
子
（
マ
・
山
中
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

橋
本　
重
生
（
今
・
今
津
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
0 件
0 件
0 件
1 件

件　数
19 件
36 件

160 件
31 件
件　数

0 件
0 件
2 件
1 件

累計（1月～）
11 件
2 件
0 件

17 件
累計（1月～）

165 件
345 件

1609 件
268 件
累計（1月～）

0 件
13 件
5 件

12 件

件　数
　８４件
　　０人
１２２人

件　数
　１１件
　１６件
　　３件
　１５件
　１８件
　２１件

前年比
－26件
－ 3 人
－30人

（平成 28 年 11 月末現在） （平成 28 年 11 月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

11月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）

今　津（今津支所玄関北側）

朽　木（朽木支所前駐車場）

安曇川（安曇川支所裏駐車場）

高　島（高島支所東駐車場）

新　旭（市役所北側玄関前）

０．０６６μ Sv/h 

０．０５９μ Sv/h

０．０７３μ Sv/h

０．０５４μ Sv/h

０．０５５μ Sv/h

０．０７０μ Sv/h

0.058

0.058

0.070

0.053

0.049

0.056

前月平均値

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h
※測定地点は他に24か所あります。測定結果は、
市のホームページをご覧ください。
※通常の値はおおむね 0.2 μ Sv/h 以下です。

みんなで
みんなでつくるみんなのページ 季節にあった  すてきな作品をお待ちしています！

なお、Eメールで投稿する場合は、漢字の直後に (　) 書きで読みがなを記入してください。

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　
郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地
　　　　　高島市秘書広報課あて
メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

 ▼次回締切　　　　 ▼掲載月

１月25日　 ３月号（水）
必着/

次の掲載は３月号です。季節にあった
すてきな作品をお待ちしています。

　
近
年
、
自
転
車
の
高
額
賠
償
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
は
道
路
交
通
法
上
で
は
、
軽
車
両
で
あ
り
車
の
仲
間
で

す
。
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
数
千
万
円
の
賠
償
金
を
支
払
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
滋
賀
県
で
は
、
自
転
車
条
例
の
施
行
に
よ
り
、
平
成
28
年
10
月

か
ら
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
現
在
加
入
し
て
い
る
保
険
で
自

転
車
事
故
の
損
害
が
補
償
さ
れ
て
い
る
か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
自
転
車
の
損
害
賠
償
保
険
に
必
ず
加

入
し
て
く
だ
さ
い
！

　
全
国
各
地
で
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
が
相
次
い
で
発

生
し
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
島
市
内
の
事
故
割
合
で
も
、
高
齢
者
が
関
係
す
る
事
故
は
約

３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」「
相
手
が
停
ま
っ
て
く
れ
る
は
ず
」

「
い
つ
も
通
っ
て
い
る
道
」
と
い
う
油
断
が
事
故
を
招
き
ま
す
。

　
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
周
り
を
思
い
や
る
安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
！

自
転
車
賠
償
責
任
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
す
か
？

高
齢
者
が
関
わ
る
悲
惨
な
事
故
が

増
加
し
て
い
ま
す
！ 

 “
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
た
か
し
ま
”
交
通
安
全
推
進
協
議
会

（
事
務
局　
交
通
対
策
課
）　

（
２
２
）
０
０
５
８

平
成
28
年
10
月
か
ら
義
務
化
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